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Win
Adobe InDesign
CS4・CS5 対応

Word
2007 対応

WordをInDesignのリッチな組版に自動展開WordをInDesignのリッチな組版に自動展開

InDesignをWordに戻すInDesignをWordに戻す

Wordの修正差分だけをInDesignに反映Wordの修正差分だけをInDesignに反映

InDesignの修正差分だけをWordに反映InDesignの修正差分だけをWordに反映

Word→InDesign機能
WordをInDesignのリッチな組版に自動展開。表もOK
Wordの段落スタイル、文字スタイル、文字飾りやルビなどのインライン
スタイル、表スタイルを自動的にInDesignの各スタイルに変換します。
変換はIDMLを介して超高速に行われます。あとは、InDesign側で各ス
タイルを設定するか、設定済みのスタイルを読み込むかすれば組版が仕
上がります。
・Wordの表セル結合もInDesignに持ち込みます。
・WordのルビをInDesignに持ち込みます。
・Wordの配置画像は、段落内画像、浮動画像(アンカー付き画像)のい
ずれもInDesignに持ち込みます。
・Wordの上付、下付、アンダーライン、ボールドや文字色などの文字飾
りに対応。
・Wordの改ページに対応。
・ Wordに挿入したテキストボックスをInDesignに持ち込みます。

InDesign展開時に自動で見出しをリッチ処理
WordとInDesignでは見出し表現能力に大きな違いがあります。両者の
ギャップを埋めるために、OpenSyncには、「指定段落に設定した最大
行数や最大行長をはみ出したら自動長体などのあふれ処理を行う機能」
と「指定した段落の背景に指定した画像を自動配置する機能」を搭載し
ています。もともとInDesignが有している優れた段落スタイル詳細設定
機能と、OpenSyncのこれらの機能を組み合わせて見出しの自動リッチ
加工を行ってください。

複数Wordを組み立ててInDesignに展開
教材、マニュアル、事典などの原稿データを１ファイルのWordに入力し
て管理するのは不合理です。そこでOpenSyncに、いわば台割作成機
能にあたる「原稿組立機能」を搭載しました。カスタマイズ教材を作る、
共通部分を含む別個の印刷物を作る、著者が多数いる、章・節などの
追加削除が多い、といった場合には、この「原稿組立機能」を使用して
ください。

複数WordをInDesignの複数フレームに同時展開
複数のWordファイルを、InDesignの複数のフレームそれぞれに展開す
ることができます。本文フレームを同一ぺージにある注書きフレームへ
の流し込みなどが容易になります。

修正差分だけを相互に反映。新旧比較も
Wordの修正差分だけをInDesignに反映
修正していない個所を含めて総チェックするのはつらいものです。そこ
で、OpenSyncに修正段落だけを入れ替える機能を搭載しました。
InDesign展開が終わった後にWordが修正された場合には、修正が入っ
たWord段落を自動抽出してInDesignの該当する段落だけを入れ替えま
す。もちろん、差分は自動抽出、自動反映です。なお、この入れ替え
はIDML上で超高速に行われますので、InDesignではこのIDMLを開く
だけです。

InDesignの修正差分だけをWordに反映
展開後のInDesignに赤字修正を加えた場合には、その修正段落だけを
Wordに戻します。この場合は、表行数・表列数の増減には対応してい
ませんのでご注意ください。

新旧対象表示機能で修正段落だけを比較
Word戻しした場合には、新旧対象表示機能が使えます。OpenSyncが、
修正段落だけを抽出してWord上で新旧対象比較ができるようにします。
これで、InDesign赤字の個所を明示的に表示したり、データとして取得
することができます。
注）この機能はDBバンドル（組込）版のOpenSyncのみの機能です。

Word索引・相互参照・目次・ハイパーリンクも展開
Word索引→InDesign
Wordには便利な索引機能があります。OpenSyncは、Word索引情報
をInDesignに持ち込んでページ番号を取得し、さらに自由な索引組版の
ためのリストExcelファイルを出力します。索引組版には、OpenSync搭
載の表型組版機能とタブ型組版機能を使ってください。

Word相互参照→InDesign
WordとInDesignの相互参照機能は似かよっています。Wordの相互参照
指定個所をInDesignにセットしますので、InDesign側の相互参照表現
機能で「nページ参照」などを表現してください。なお、両者のnぺージの
nの値は異なります。

Word目次→InDesign
Wordで目次として拾われる文字列とページ番号を、InDesignのページ
番号に入れ替えてExcelファイルに出力しますので、これを使って
OpenSyncの機能またはInDesignの機能で目次組版してください。

Wordハイパーリンク→InDesign→PDF
Wordで設定したハイパーリンクをInDesignに持ち込みます。印刷用に
はこれを無視して、オンラインメディア用、配布用のPDFにはリンクを
付けることができます。論文の参照先などをWord上でチェックしたうえ
で出稿して、PDFではチェック無し、ということが可能となります。

InDesign→Word機能
InDesignからワンファイルのWordに変換
InDesignデータをWordそのままに戻せます。ただし、InDesignにはあ
るがWordには無いインラインタグは、既定値でWord変換されます。

InDesignから元の複数Wordファイルに変換
「原稿組立機能」を使って複数のWordファイルをInDesignに展開した場
合には、InDesign→Wordは、それぞれの元Word単位に分割して行われ
ます。もし、InDesignで新しいスタイルを追加してもWord戻しOKです。 フリー版については、裏面参照

Word⇔InDesignシンクロ組版アプリ


